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SFD1-4 試験での燃料体温度及び空隙率を MAAP5 で評価した。最新の燃料材料熱力学データベースに基づ

く燃料体の溶融、リロケーションを Hofmann らの状態図に基づく結果と比較し、軸方向の空隙率の計算に大

きな差がないことを確認した。 
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1. 緒言 本報告では、Severe Fuel Damage 1-4(SFD1-4)試験[1]を対象に水蒸気酸化反応モデルを検討すると

共に、最新の核燃料・原子力材料熱力学データベース（燃料材料 DB）[2]を用いて燃料体の温度及び空隙率を

評価した。 

2. 評価対象と結果   解析対象の SFD1-4 試験は圧力 7MPa

の蒸気枯渇条件で実施された。試験体の横断面を図１に示す。

試験体の中央部に燃料体を配置している。燃料体の発熱長は

1mである。燃料体はZrO2断熱材等で囲み放熱を抑制している。

2 本の未照射燃料棒、断熱材等の温度が測定されると共に、損

傷状況の観察、軸方向の流路面積が測定された。 

解析には MAAP5 を用いた。本研究では、断熱材等の熱抵抗

を適正化することで断熱材外面の温度を、更に水蒸気酸化反応

モデルを検討して前報[3]で十分に再現出来なかった燃料体上

部での燃料棒の温度を再現した。燃料体の温度を再現した上で、

最新の燃料材料 DB [2]に基づく燃料棒の溶融、リロケーション

による燃料材料の移動を Hofmann らの状態図[4]に基づく結果

と比較して図２に示す。両計算による軸方向の燃料材料の質量

に大きな差はない。 

燃料体の軸方向の空隙率の測定値を計算値と比較した結果

を図３に示す。試験後の空隙率の測定値、計算値は下方で小

さくなっている。燃料材料 DB と Hofmann らの状態図に基づ

く空隙率の計算値に大きな差がないことを確認した。 
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